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行　政

　
市
の
世
帯
数
は
、
人
口
と
同

じ
よ
う
に
増
加
の
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
１
世
帯
当
た

り
の
平
均
世
帯
人
員
数
は
、
昭

和
35
年
の
国
勢
調
査
ま
で
５
人

を
維
持
し
て
き
ま
し
た
が
、
昭

和
40
年
に
４
人
台
に
急
落
し
て

以
来
、
昭
和
50
年
に
３
人
台
、

平
成
12
年
に
は
２
人
台
と
縮

小
。
平
成
22
年
３
月
末
の
住
民

基
本
台
帳
で
は
、
２
・
５
人
に

ま
で
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
世
帯
人
員
数
減
少
の
要
因

は
、
昭
和
30
年
代
は
１
夫
婦
当

た
り
の
子
ど
も
の
数
の
減
少
、

昭
和
40
年
代
は
核
家
族
化
の
影

人
口
と
世
帯

昭和
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デ
ー
タ
で
見
る
宗
像
市
❸ 平成22年は５年に１度の国勢調査の年

第
３
回

シリーズ

平成22年10月１日

　
印
鑑
登
録
証
明
書
は
、
不
動

産
の
登
記
や
自
動
車
登
録
な
ど

の
法
令
の
規
定
に
基
づ
く
場
合

や
、
財
産
権
な
ど
の
権
利
義
務

の
発
生
や
変
更
な
ど
に
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
印
鑑
登
録
証
明
制
度
は
、
明

治
４
年
に
「
諸
品
売
買
取
引
心

得
方
定
書
」
に
制
度
と
し
て
初

め
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
明
治
11

年
の
「
戸
長
職
務
の
概
目
」
で

市
町
村
の
事
務
と
な
り
ま
し

た
。

　
旧
制
度
で
は
、
登
録
か
ら
証

明
書
の
交
付
申
請
ま
で
の
す
べ

て
の
手
続
き
で
登
録
印
鑑
を
持

参
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

証
明
書
交
付
時
に
は
、
肉
眼
や

市
で
は
約
６
万
人
が
登
録

拡
大
鏡
で
の
観
察
や
計
測
器
の

使
用
な
ど
で
登
録
原
簿
の
印
鑑

と
の
同
一
性
を
慎
重
に
確
認
し

て
い
た
た
め
、
多
く
の
時
間
を

費
や
し
て
い
ま
し
た
。

　
戦
後
、
印
鑑
登
録
件
数
が
増

加
す
る
中
、
旧
来
の
制
度
で

は
、
印
鑑
登
録
証
明
が
本
人
の

意
思
に
基
づ
く
も
の
か
の
確
認

や
、
肉
眼
で
の
印
鑑
の
同
一
性

確
認
が
限
界
に
な
っ
て
き
た
こ

と
、
財
産
に
関
す
る
契
約
に
実

印
を
持
ち
歩
く
危
険
性
な
ど
が

増
加
。
昭
和
49
年
の
自
治
省
通

知
で
、
印
鑑
登
録
証
を
用
い
た

制
度
に
移
行
し
ま
し
た
。

　「
印
鑑
の
登
録
申
請
者
が
本

人
で
あ
る
こ
と
」「
本
人
の
意

思
に
基
づ
く
申
請
を
確
認
の
う

え
、
印
鑑
登
録
を
受
け
た
人
に

印
鑑
登
録
証
を
交
付
し
、
印
鑑

登
録
証
明
書
は
印
鑑
登
録
証
を

持
参
し
た
人
に
印
鑑
登
録
原
票

に
登
録
さ
れ
た
印
影
の
写
し
で

あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
と

し
て
交
付
す
る
」
と
い
う
制
度

へ
改
善
し
、
今
日
に
至
っ
て
い

ま
す
。

　
市
で
は
、
平
成
22
年
３
月
末

で
、
人
口
９
万
５
２
８
７
人
の

う
ち
６
万
１
０
４
人
、
約
６
割

の
人
が
印
鑑
登
録
を
し
て
い
ま

す
。

　
印
鑑
登
録
は
、
市
の
住
民
基

本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る

人
、
外
国
人
登
録
原
票
に
登
録

さ
れ
て
い
る
人
が
登
録
で
き
ま

す
が
、
15
歳
未
満
の
人
、
成
年

被
後
見
人
は
印
鑑
登
録
が
で
き

ま
せ
ん
。

　
印
鑑
登
録
は
、
本
人
が
一
人

１
個
の
印
鑑
を
市
役
所
市
民
課

響
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。
さ
ら
に
最
近
は
、
単
独
世

帯
の
増
加
が
影
響
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
国
勢
調
査
に
よ
る
と
、
市
で

も
平
成
７
年
と
平
成
17
年
で

は
、
核
家
族
世
帯
数
が
１
万
９

１
１
７
か
ら
２
万
２
７
０
３

へ
、
単
独
世
帯
数
が
５
７
１
８

か
ら
８
３
５
１
へ
増
加
し
て
い

ま
す
。

【
国
勢
調
査
Ｑ
＆
Ａ
】

Ｑ
１　

ど
う
し
て
も
答
え
な
け

れ
ば
い
け
な
い
の
？

Ａ
１　

調
査
票
が
提
出
さ
れ
な

か
っ
た
り
、
正
し
い
回
答
が

さ
れ
な
か
っ
た
り
す
る
と
、

誤
っ
た
統
計
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
を
防
ぐ
た
め
、「
統
計

法
」
や
「
国
勢
調
査
令
」
で
、

回
答
の
義
務
が
規
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
国
勢
調
査
は
、
わ

た
し
た
ち
国
民
の
義
務
の
一

つ
で
す
。

Ｑ
２　

氏
名
も
登
録
さ
れ
る

の
？

Ａ
２　

調
査
票
に
氏
名
を
記

入
す
る
の
は
、
正
確
な
調
査

を
実
施
す
る
目
的
で
、
登
録

や
集
計
の
対
象
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
調
査
対
象
と
し
て
誰

が
調
査
さ
れ
た
か
、
誰
が
記

入
し
た
も
の
な
の
か
を
確
認

し
、
調
査
漏
れ
や
重
複
調
査

を
防
ぐ
た
め
で
す
。

　
　

ま
た
、
万
が
一
、
記
入
内

容
に
不
備
が
あ
っ
た
時
に
照

合
す
る
手
が
か
り
で
も
あ
り

ま
す
。

Ｑ
３　

個
人
情
報
は
守
ら
れ
る

の
？

Ａ
３　

調
査
す
る
人
が
調
査
結

果
を
他
人
に
も
ら
し
た
り
、

統
計
を
作
る
目
的
以
外
に
調

査
票
を
使
っ
た
り
す
る
こ
と

は
法
律
で
固
く
禁
じ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
　

な
お
、
調
査
票
は
外
部
の

人
の
目
に
触
れ
な
い
よ
う
厳

重
に
保
管
さ
れ
、
集
計
後
は

す
べ
て
溶
か
し
て
再
生
紙
に

生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
経
営
企
画
課

�

☎
（
36
）
１
１
９
２

や
大
島
行
政
セ
ン
タ
ー
の
窓
口

で
申
請
。
郵
送
で
の
申
請
は
で

き
ま
せ
ん
。

　
登
録
で
き
な
い
印
鑑
は
、
①

住
民
基
本
台
帳
か
外
国
人
登
録

原
票
に
記
録
・
登
録
さ
れ
て
い

る
氏
名
の
全
部
か
一
部
を
使
っ

て
表
し
て
い
な
い
も
の
②
ゴ
ム

印
そ
の
ほ
か
の
印
鑑
で
変
形
し

や
す
い
も
の
③
印
面
の
一
辺
が

８
ミ
リ
の
正
方
形
に
収
ま
る
も

の
か
、
25
ミ
リ
の
正
方
形
に
収

ま
ら
な
い
も
の
④
印
影
が
不
鮮

明
な
も
の
や
文
字
の
判
読
が
困

難
な
も
の
⑤
職
業
や
資
格
、
氏

名
以
外
の
事
項
を
表
し
た
も
の

な
ど
、
き
め
細
か
く
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
な
お
、「
実
印
」
は
社
会
通

念
上「
印
鑑
登
録
さ
れ
た
印
鑑
」

を
指
し
、「
実
印
」
以
外
の
も

の
を
「
認
印
」
と
呼
び
、「
認

印
」
を
印
鑑
登
録
す
る
と
「
実

印
」
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課

�

☎
（
36
）
１
１
２
６

発達支援センター
開所１周年記念講演会

　市では、センター開所１周年を記念して講演会を開催。
子どもたちがどんなことで困っているのか、どう支援す
るのかなど、多くの人の理解が広がることが必要です。
入場無料。
●日時　10月２日（土）13:30～15:30
●会場　日本赤十字九州国際看護大

学・オーヴァルホール
●演題　「発達障がいとは～家庭や教

育・保育現場でできる支援～」
●講師　竹田契一さん（日本ＬＤ学会

常任理事、特別支援教育士
資格認定協会会長、大阪教育大学客員教授）

●定員　先着400人
●託児　無料。未就学児のみ先着30人（要予約）
●申込方法　

　９月13日（月）までに、①住所②氏名③電話番
号④託児を希望する場合は、子どもの氏名、年
齢（○歳○カ月）を明記して、発達支援センター
へハガキ（〒811-3437／久原180）か、ファッ
クス＝（36）0309か、メール＝hattatu@city.
munakata.fukuoka.jpのいずれかで申し込む

＊参加決定者には、入場券を発送。当日持参を
■問い合わせ先　発達支援センター　☎（36）０２２４

講師の竹田さん

印
鑑
登
録
証
明
制
度


